
　
2026年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

2025年８月14日

上場会社名 株式会社アルマード 上場取引所  東

コード番号 4932 ＵＲＬ  https://www.almado.co.jp

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）保科　史朗

問合せ先責任者 （役職名）常務取締役 （氏名）蕨　博雅 ＴＥＬ  03(4334)1126

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 2,516 43.4 △880 － △871 － △604 －

2025年３月期第１四半期 1,754 △15.1 △601 － △599 － △416 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 △65.52 －

2025年３月期第１四半期 △45.00 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 4,830 669 13.9

2025年３月期 4,721 1,873 39.7

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 669百万円 2025年３月期 1,873百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 65.00 65.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 0.00 － 65.00 65.00

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 18.0 1,050 11.0 1,038 10.9 720 10.8 77.72

１．2026年３月期第１四半期の業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるた
め記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 10,394,000株 2025年３月期 10,394,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 1,163,988株 2025年３月期 1,163,988株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 9,230,012株 2025年３月期１Ｑ 9,243,567株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュ－：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関す

る定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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区分

前第１四半期累計期間

（自　2024年４月１日

   至　2024年６月30日)

当第１四半期累計期間

（自　2025年４月１日

   至　2025年６月30日)
増減額

（千円）

前年同期比

（％）
金額

（千円）

構成比

（％）

金額

（千円）

構成比

（％）

TV通販 278,067 15.8 237,016 9.4 △41,051 85.2

外販

（一般流通）
96,871 5.5 178,622 7.1 81,750 184.4

外販

（OEM販売）※２
51,409 2.9 222,756 8.9 171,346 433.3

直販（EC） 1,328,189 75.7 1,878,400 74.6 550,211 141.4

合計 1,754,539 100.0 2,516,796 100.0 762,257 143.4

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果もあり、緩やかな回復

が期待されました。一方で、原材料・資源価格の高騰による物価上昇が個人消費の重荷となったほか、米国の通商

政策により世界経済の不確実性が高まっているなど懸念材料も多く、先行きは不透明な状況にありました。

　このような状況において、当社は３つの経営ビジョンの下（※１）、卵殻膜を配合したメンズスキンケア商品の

TVCMを放映したことで、直販（EC）においては過去最高の新規顧客獲得数を記録し、売上高は前年同期比で増加し

ました。また、外販（一般流通）では、チェルラー商品のバラエティショップ導入店舗数が拡大したことで、売上

高は前年同期比で増加しました。外販（OEM販売）は、売上高は前年同期比で大幅に増加していますが、これは前

年同期においてOEM先への出荷数量が少量に留まっていたことに起因するものであり、当年度と前年度の年間出荷

スケジュールの相違から生じる一時的な大幅増収となります。TV通販は一部大型番組が予算未達となったことに加

え、商品出荷の一部が翌四半期に期ズレしたことで、売上高は前年同期比で減少しました。営業利益については、

直販（EC）での新規顧客獲得数の増加を狙った広告宣伝費の積極的運用により、前年同期比で減少しました。

　その結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高2,516,796千円（前年同期比43.4％増）、営業損失

880,821千円（前年同期は601,454千円の営業損失）、経常損失871,394千円（前年同期は599,134千円の経常損

失）、四半期純損失は604,794千円（前年同期は416,006千円の四半期純損失）となりました。

※１・先進諸国に到来する高齢化社会において、人々の健康、若さ、そして美しさの維持・向上による“生活の

質”の向上という根源的なニーズに、“卵殻膜”を通じて貢献する。

・卵殻膜の多機能な効果及び効能を科学的に解明し、常にユニークで最高品質の商品開発にこだわり、それを

世界に提供する。

・“卵殻膜”で、美容と健康分野において、新しい価値観を浸透させる。

　なお、当社は卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の開示は行っておりません

が、売上高の販売チャネル別の内訳は、以下のとおりであります。

※２ OEM販売額のうち、インターネット販売を主としているOEM先への売上高

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期会計期間末の流動資産は4,278,074千円となり、前事業年度末と比較して151,471千円減少しまし

た。これは主に、現金及び預金が387,105千円、電子記録債権が280,907千円減少し、売掛金が200,323千円、前払

費用が306,298千円増加したことによるものです。固定資産は552,065千円となり、前事業年度末と比較して

259,931千円増加しました。これは主に、繰延税金資産が266,732千円、ソフトウエアが3,013千円増加し、敷金が

12,101千円減少したことによるものです。

　以上の結果、総資産は4,830,140千円となり、前事業年度末と比較して108,460千円増加しました。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債は4,099,434千円となり、前事業年度末と比較して1,309,839千円増加

しました。これは主に、短期借入金が1,200,000千円、未払金が214,874千円増加し、未払法人税等が175,602千円

減少したことによるものです。固定負債は61,624千円となり、前事業年度末と比較して3,365千円増加しました。

これは主に、退職給付引当金が3,627千円増加したことによるものです。

　以上の結果、負債合計4,161,058千円となり、前事業年度末と比較して1,313,205千円増加しました。
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（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は669,081千円となり、前事業年度末と比較して1,204,745千円減少しま

した。これは、繰越利益剰余金が1,204,745千円（配当金支払599,950千円、四半期純損失604,794千円）減少した

ことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の業績予想につきましては、2025年５月15日付「2025年３月期　決算短信」で公表いたしました業

績予想から修正の必要性はないものと判断しております。なお、当該業績予想につきましては、当社が現在入手し

ている情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要

因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,570,538 1,183,433

電子記録債権 601,169 320,262

売掛金 721,386 921,709

商品 1,256,777 1,255,673

貯蔵品 190,324 151,836

前払費用 53,072 359,370

未収還付消費税等 - 51,252

その他 36,541 34,784

貸倒引当金 △264 △248

流動資産合計 4,429,546 4,278,074

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 39,074 38,375

工具、器具及び備品（純額） 51,834 54,413

リース資産（純額） 4,940 4,693

有形固定資産合計 95,849 97,481

無形固定資産

商標権 625 563

ソフトウエア 25,331 28,345

ソフトウエア仮勘定 - 2,860

無形固定資産合計 25,957 31,768

投資その他の資産

長期前払費用 43,410 41,268

繰延税金資産 75,152 341,884

敷金 51,753 39,652

その他 10 10

投資その他の資産合計 170,326 422,815

固定資産合計 292,133 552,065

資産合計 4,721,680 4,830,140

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 240,881 275,008

短期借入金 2,100,000 3,300,000

リース債務 1,107 1,032

未払金 180,197 395,071

未払費用 28,811 33,919

未払法人税等 175,879 276

未払消費税等 1,670 -

預り金 5,265 52,705

賞与引当金 41,281 23,333

その他 14,500 18,086

流動負債合計 2,789,595 4,099,434

固定負債

リース債務 4,378 4,116

退職給付引当金 53,880 57,507

固定負債合計 58,258 61,624

負債合計 2,847,853 4,161,058

純資産の部

株主資本

資本金 110,000 110,000

資本剰余金

その他資本剰余金 21,752 21,752

資本剰余金合計 21,752 21,752

利益剰余金

利益準備金 27,500 27,500

その他利益剰余金

別途積立金 110,000 110,000

繰越利益剰余金 2,982,491 1,777,746

利益剰余金合計 3,119,991 1,915,246

自己株式 △1,377,917 △1,377,917

株主資本合計 1,873,826 669,081

純資産合計 1,873,826 669,081

負債純資産合計 4,721,680 4,830,140
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（単位：千円）

 前第１四半期累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 1,754,539 2,516,796

売上原価 495,868 653,562

売上総利益 1,258,670 1,863,233

販売費及び一般管理費 1,860,125 2,744,055

営業損失（△） △601,454 △880,821

営業外収益

受取利息 0 9

為替差益 4 -

敷金償却戻入益 - 12,505

雑収入 4,441 3,197

営業外収益合計 4,445 15,712

営業外費用

支払利息 2,125 6,147

為替差損 - 137

営業外費用合計 2,125 6,284

経常損失（△） △599,134 △871,394

税引前四半期純損失（△） △599,134 △871,394

法人税、住民税及び事業税 132 132

法人税等調整額 △183,260 △266,732

法人税等合計 △183,128 △266,599

四半期純損失（△） △416,006 △604,794

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年６月30日)

減価償却費 7,903千円 6,119千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　当社は、卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

　当社は、卵殻膜ヘルスケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

　当社は、2025年５月15日の取締役会において、従業員に対する譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を

行うことについて決議し、2025年７月29日に手続きが完了いたしました。

(1)自己株式処分の目的

　対象従業員の資産形成の一助とすることに加え、経営ビジョンの実現を目指しつつ、当社の社会価値と経済

価値の最大化に取り組むことを目的として、譲渡制限付株式を活用したインセンティブ制度を実施いたしま

す。

(2)自己株式処分の概要

①処分期日

　2025年７月29日

②処分する株式の種類及び数

　当社普通株式　23,499株

③処分価額

　１株につき　1,126円

④処分総額

　26,459,874円

⑤処分予定先の人数並びに処分株式の数

　当社従業員　80名

　23,499株
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月８日

株式会社アルマード

取締役会　御中

アーク有限責任監査法人

東京オフィス

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 松浦　大樹

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 海老澤　弘毅

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社アルマードの2025年４月１日から2026年３月

31日までの第26期事業年度の第１四半期会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期累計期間

（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及

び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規

定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法

人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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